
★ 木造化ファイル№162（浜松信用金庫・於呂支店） 
 

ファザードデザインに、うねりの躍動感 
 

１）施設名（用途） 浜松信用金庫・於呂支店（事務所等施設） 

２）所在地 浜松市浜北区豊保 112-5 

３）事業実施主体 浜松信用金庫 

４）設計者 ㈱竹下一級建築士事務所（浜松市） 

５）施工者 ㈱中村組（浜松市） 

６）工 期 平成 27年３月～平成 27年９月 

７）施設概要 鉄骨造一部木造 2階建て （内装木質化） 

８）規模（延面積） 658.16㎡ 

９）主な使用樹種 構造材（柱・梁） 天竜杉 

天井・壁仕上材  天竜杉（羽目板） 

内装化粧格子   天竜桧 

※ 使用木材は、すべて FSC 認証材 

10）施設の特徴等 森林環境保全に配慮し、浜松市の豊かな森の資源・木材を持続

可能な形で有意義に活用するため、地域木材とその使用過程を

含めて設計した信用金庫の支店である。この試みは、浜松市の

サポートを受けながらクライアント・設計者・施工者がプロジ

ェクトチームを組み、全国初の戸建て店舗建築として“国際認

証 FSC 全体プロジェクト認証”取得へと繋がった。そして、

その存在を地域にとってより象徴的なものとなるよう、天竜・

飛龍といった地域の名にちなみ、地域の躍動感を表現する‘う

ねり’をファサードデザインに取り入れている。これは、特色

付けた木空間を実現するための意匠と構造の合理性を図る構法

ともなっており、平成 28 年度の木材利用優良施設コンクール

において「林野庁長官賞」を受賞した。 

【施設の画像】（左上から時計回り） 

①施設全景、②施工途中の木構造、③施設内部・ロビー、④うねる木架構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


